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大英博物館 ｢春画展」 報告
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さらに現実はさておき、 「 の言説」では、性 楽しみ 男女平等のものとして示さ
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図 9 月岡雪鼎「四季画巻」（1767–78 年頃、個人蔵）
出典：『江戸をんなの春画本』平凡社、2011 年、71–72頁
春：若い女性の初めての経験


















































図 12 鳥居清長『袖の巻』（1785 年、大英博物館蔵）
©The Trustees of the British Museum
図 13 「宴の後」（鳥居清長『袖の巻』1785 年、大英博物館蔵）








































図 15 歌川国芳「源頼光公館土蜘作妖怪図」（1843 年頃、大英博物館蔵）
©The Trustees of the British Museum









































































































図 21 暁鐘成挿図（『万交区新話』1852 年、国際日本文
化研究センター蔵）
図 20 『地球万国全図』（1850–99 年頃、大英博物館蔵）



















































図 25 「湖畔の情事」（写真、1868–76 年頃、横山松三



































©The Trustees of the British Museum
図 29 「神社に奉納された男根型」（ウィット・コレク
ション、大英博物館蔵）
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図 1 喜多川歌麿『歌満くら』より（1788（天明 8）年、大英博




れた絵師ですが、ここでも女の方をなんとなく大きく見えるように描くことで、この女の心理を視覚的に表しています。実際には、多分、顔 大きさからして大きいということはないと思うのですが、そのように見えると うのは こ 女の気持ちつまり嫉妬や不安・不信と った心理が充満しているのを視覚的に表現しているからです。それ 対 、なだめている男の方は意外とそっけないもので、このように小さくなってい のはもう冷めてしまっ 、そういった状況を表していると考えられます。
さらに詳しく見ていくと、実は背景に女の性器が描かれているのがわかります。着物の












































































































（2013 年 10 月1日第一面）
図 5　『ガーディアン』




















































































です。栄之の描く人物 特徴は、鳥居清長に影響を受けた細身で背が高くすらっとした頭の小さい美しい男女、 いえるでしょう。それから、やはり旗本ということ、またそもそも狩野派に絵を学んでいた うこともあって、品のある優雅な春画世界を描くというのも、彼の特徴の一つでした。
実は私は、彼をこの春画展の影の主役と秘かに呼んでいました。普通、春画を語るとき、
なかなか鳥文斎栄之と う名前は挙がってこないのです け ども 彼の肉筆の春画を眺めたとき、どれほど力のある 作品を描く絵師だったのかというのがよくわかります。作品の数 してはそれほど多く出ていなかっ のですが、非常に存在感 作品 、春画の展示会場には彼の存在感が溢れていま
この作品をなぜ今回選んだのかというと、やはり、原本・現物 見るということのすば




































































これは木下先生によって書かれた文章ですので、先ほどの記事と訴えているところは同じです。文化資源・公共の財産といっ ものを公的に収集するだけではなく、それを公開することが非常に重要である、それができないというのであればなぜできないのか、もしするのであればどのように展示をしていくべ か、そういったことを考えたい うのが、この研究会の発端となったようです。
最初の研究会では、大英博物館アジア部日本セクション長のティモシー・クラークさん
が報告され、私も報告をいたしました。毎回五十人を超える参加者があり、春画をどのように展示すべきか、今ま どのように展示されてきたのか、どのよ な問題が日本にはあるのかという点について議論を深めています。展覧会の取材 ら
次に、実際に春画展に足を運んだ日本メディアの記者がいくつかの記事を書いておりま









































































































中心になって関わられたガーストル先生、矢野先生、石上さんに、本当に時間が短くて惜しいぐらい濃密な話を語っていただきま た。私は日本側からＥメール 添付されている絵の写真を見なが 、 「ここはこう書いてある」とか「こんな場面だろう」とか、そういうやりとりを毎晩のようにしていましたので、展覧会が成功を収めて非常にほっとして ます。今は本当に便利な道具ができたも す。一昔前には写真を送ってそれに関す 感想とかコメント 手紙でやりとりしなければならなかったのですが、本当にそうしたやりとりがスムーズになりました。今回の展覧会の成功はそういう技術的な進歩にも助けられました。
また日文研は、実は江戸時代前期から明治までの春画・春本を四百点近くコレクシ

















でもそのうちの数図、またそ 図の大胆な性描写の部分だけを扱うのが普通で た。しかし浮世絵春画 ほとんどには、絵の周りに登場人物の会話や
詞ことば
書きが書いてあっ





ジャポニズム時代、今からおよそ百四十年前のヨーロッパに春画が渡りましたが、浮世絵といえば春画とい ぐらい大きな影響を与えた いうことを、スペイン リカルド・ブル
（
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ないかと思います。日本の春画は絵も大変大胆 衝撃的だったのですが、絵と言葉、日本の文化歴史を絡めたところで性が楽 まれ るという 、浮 絵春画の世界
74




















同じように春画を扱えるようになりた と うお話とも関わってくるように思います。今回、展覧会をなさ 、そのあたりも実現 ましたか。
石上：今回の大英博物館 春画展では年齢制限をしたのですが、十六歳未満は保護者のア



















る一方で、公には大変厳 い規制のある国です。そこが検閲の妙なところで、日本のなかでもわかりにくい面があります。最近でも、二〇一四年に愛知県美術館で行われた現代写真の展覧会をめぐって、性器の写った写真を公に展示すべきかどうかで一騒動ありましたが、転換期かどうかはっきりして ない面もあるのではない と思 ます。
司会：おそらく江戸時代も規制がなかったわけではないのですよね。レベルの異なる規制
が段階的にかかっていて、やはり一定の秘 られた部分もあったのだろうと思いま 。現代同様、表向きは規制が厳 いけれども実は繁栄し いるという、そんな部分も見出せるのではないかと思うのですが。
79 大英博物館「春画展」報告ディスカッション
早川：先ほどガーストルさんの報告で示されていたように、いわゆる肉筆の春画絵巻物な
どは全然禁止の対象ではなかったので、室町から江戸時代まで立派なものが多くの名家に遺っています。というのも、これには目的がいろいろあって、一つは婚礼の祝い物であったからです。立派なお家のお姫様お嬢様が結婚するとき、春画を持っていくという風習が長く続き、家の宝物として大切に保存されてきました。それから信仰の場、例えば各地の神社には男女 性器の形をし 岩が祀ら い す。
そういうレベルのものがある一方で、 江戸幕府によって禁止された春画とは、 実はた
くさん売られた版本の春画だけなのです。享保 改革にしろ、寛政のそれにしろ 天保にしろ、贅沢禁止令の一環とし 「好色春画本禁止」という一項 入って出版発行が禁止されたのです。贅沢な気分を誘うようなもの、みんなを浮き浮きさせるようなものの一つと見なされたのです。春画本だけでなく、派手 芝居も多彩色の浮世絵も、また高価な着物や装飾品もダメといわれました。
明治になっての近代化の推進以降、性に関することは急に厳しくなったのです。私





をご紹介させていただきます。実は複数 方から同じ質問を頂戴しているのですが、近隣の中国や朝鮮と、今日のお話のような文化は共通している か ないのか、ということです。石上さんはこのテーマで論文を書 い っ ゃ ますね。
石上：中国との関係を話し始めたら一時間では収まりません。春画に限らず中国の影響は

































ありましたけれども、それは春画の質という点ではそれほどたいし ものではありません。幕末の安いものや性の道具 かそういうもの す。有名な『袖 巻』とか『歌満ま
くら』でもそうだと思いますが、戦前に大英博物館に寄贈された春画は誰からの寄











ズム・ブームもありました。しかし先ほどの早川先生 お話では、ジャポニズム研究の分野でも、ジャポニズムにおける春画の役割について触れるのはタブーで、ごく最近まで発表する機会がなかったようです。ですから、それも一つの大きな発見 知っている人は知ってい かもしれないけれども、研究 ほとんどなかった です。今回は、関係者との長い国際的な交流・協力関係があったからこそ こ ような大胆なことができたのだ 思います。日文研が海外とも積極的に関係して く と、そし大学と博物館が組ん 研究を行うこ が大事ですね
先ほど東博の話が出ましたが、なぜ春画展ができないのか全然理解できません。子






聞では「春画」という言葉を紙面に使いませんでした。春画の本の広告も出せなかった。そういう意味ではずいぶん変わりました。ＮＨＫでもニュースで春画展を取り上げましたから。そういう意味では なり冷静になってきましたね。二〇一五年には大英博物館の春画展の図録の日本語版 小学館から出 ます。さらに日本でも春画の展覧会が成功し、日本をもっとオープンにしていくことが、私の希望です。
 
司会：本日はありがとうございました。ガーストル先生のご講演の後、矢野さんと石上さ
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